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市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

趣
旨

子
育
て
に
よ
る
離
職
の
抑

制
、
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
子
ど
も
の
小
学
校

卒
業
ま
で
「
子
育
て
時
間
」
を
導

入
す
る
改
正
を
行
う
も
の
。

問

近
隣
自
治
体
に
お
け
る
制
度

の
動
向
は
。

答

県
内
で
初
め
て
の
制
度
と
な

る
。下

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問

今
ま
で
特
別
会
計
で
あ
っ
た

農
業
集
落
排
水
事
業
と
戸
別
合
併

処
理
浄
化
槽
事
業
を
、
す
で
に
公

営
企
業
会
計
に
移
行
し
て
い
る
下

水
道
事
業
と
合
わ
せ
て
一
つ
の
公

営
企
業
会
計
と
す
る
条
例
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
予
測
さ
れ
る

か
。

答

今
ま
で
個
別
に
三
つ
の
事
業

を
行
っ
て
き
た
が
、
一
つ
に
な
る

こ
と
で
、
事
務
の
軽
減
が
図
ら
れ
、

ま
た
、
予
算
の
弾
力
的
な
運
用
が

で
き
る
。

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
電
子

証
明
書
搭
載
サ
ー
ビ
ス
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
本
人
認
証
機
能
を
持
た
せ
る

も
の
）を
活
用
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
コ
ン
ビ
ニ
等
で
の
自
動
交

付
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
買
い
替

え
や
廃
棄
の
際
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

失
効
手
続
き
や
紛
失
等
に
伴
う
一

時
停
止
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

市
民
へ
の
周
知
は
。

答

本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
り
行
う
こ
と
に

な
る
。
市
民
へ
の
広
報
に
つ
い
て

は
、
今
後
デ
ジ
タ
ル
庁
作
成
の
広

報
チ
ラ
シ
を
窓
口
な
ど
へ
掲
示
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
し
て
い
く
。

問

現
状
の
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る

証
明
書
等
の
発
行
件
数
は
。

答

４
年
度
は
、
住
民
票
の
写
し

が
９
１
２
通
、
印
鑑
登
録
証
明
書

が
５
６
８
通
、
計
１
４
８
０
通
で
、

全
体
の
発
行
件
数
の
約
７
%
。
５

年
度
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
現
時

点
で
全
体
の
発
行
件
数
の
12
・

８
％
と
な
っ
て
い
る
。

討  
論

反

対

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
制
度

自
体
の
信
頼
性
が
、
大
き
く
揺
ら

い
で
お
り
、
個
人
情
報
流
出
の
不

安
が
国
民
に
広
が
っ
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
の
ひ
も
付
け
な

ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

拡
大
を
す
る
場
合
で
は
な
く
、
一

旦
白
紙
に
戻
し
て
再
考
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
等
に
関
す
る
条
例

問

条
例
提
案
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
な
っ
た
理
由
は
。

答

近
年
全
国
的
に
事
業
者
と
地

域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、

ま
た
今
後
太
陽
光
発
電
設
備
の
大

量
廃
棄
の
懸
念
が
あ
る
。
災
害
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
自
然
環
境
、

生
活
環
境
お
よ
び
景
観
の
保
全
を

目
的
と
し
て
、
今
回
条
例
制
定
に

至
っ
た
。

問

既
存
設
備
に
も
一
定
の
効
力

を
発
揮
す
る
の
か
。

答

遡
っ
て
適
用
は
で
き
な
い
。

設
備
拡
張
に
は
既
存
の
部
分
も
含

め
て
適
用
す
る
。

問

工
事
着
手
の
90
日
前
に
事
前

協
議
と
あ
る
が
、
こ
の
事
前
協
議

と
は
何
を
協
議
す
る
の
か
。

答

事
業
の
内
容
や
目
的
、
近
隣

の
住
民
等
の
同
意
、
施
工
時
期
、

と
い
っ
た
様
々
な
内
容
を
聞
き
な

が
ら
市
の
意
見
を
述
べ
、
指
導
を

進
め
る
も
の
で
あ
る
。

問

規
制
対
象
が
発
電
出
力
の
合

計
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
と

定
義
さ
れ
て
お
り
、
他
の
自
治
体

と
比
較
し
て
厳
し
い
が
理
由
は
。

答

市
域
の
87
％
が
森
林
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
国
県
の
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
自
然
の

豊
か
さ
は
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て

お
り
、
次
世
代
に
残
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
大
雨
や
台
風

の
際
に
は
土
砂
災
害
や
地
滑
り
が

懸
念
さ
れ
る
区
域
が
多
く
、
施
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

討  

論
反

対

規
制
の
側
面
が
強
す
ぎ
、
個
人

の
財
産
権
の
侵
害
も
懸
念
さ
れ
、

将
来
に
お
け
る
市
の
脱
炭
素
化
の

実
現
を
困
難
な
も
の
と
す
る
要
因

と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

複
数
の
区
域
を
設
定
し
、
同
意
の

要
件
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と

や
、「
再
エ
ネ
促
進
区
域
」
を
設

定
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

条
例
の
制
定
は
、
住
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
大
切
で
あ

る
が
、
環
境
の
保
全
と
開
発
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
舵
取
り
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

疑
問
を
持
つ
た
め
反
対
す
る
。
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市
立
保
育
所
条
例
等
の
一
部

改
正

趣
旨

内
閣
府
の
こ
ど
も
家
庭
庁

新
設
に
伴
う
、
関
係
条
例
の
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

討  

論
反

対

政
府
が
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
を

設
置
し
組
織
改
編
を
行
っ
た
わ
け

だ
が
、
具
体
的
な
中
身
が
な
い
。

「
家
庭
」
を
過
度
に
強
調
す
る
こ

と
は
危
険
で
あ
り
、
父
母
に
よ
る

子
育
て
の
自
己
責
任
を
迫
る
こ
と

に
も
繋
が
る
も
の
で
、
親
か
ら
虐

待
を
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
人
は

「
家
庭
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
子

ど
も
が
い
る
こ
と
を
考
え
て
欲
し

い
」
と
訴
え
て
い
る
。
子
育
て
は

家
庭
が
担
う
べ
き
だ
と
い
う
根
強

い
意
見
が
あ
る
が
、
子
育
て
世
帯

へ
の
給
付
を
増
や
す
こ
と
や
、
子

育
て
に
悩
む
親
を
社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
古
い

家
庭
観
か
ら
の
脱
却
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算（第

２
回
）

問

子
育
て
学
校
給
食
支
援
事
業

の
う
ち
、
子
育
て
支
援
学
校
給
食

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
市
立
小
中

学
校
以
外
の
学
校
へ
通
学
す
る
児

童
生
徒
の
給
食
費
補
助
と
の
事
だ

が
対
象
人
数
は
。

答

特
別
支
援
学
校
や
私
立
の
小

中
学
校
、
市
に
住
民
票
が
あ
る
も

の
の
各
種
事
情
に
よ
り
他
の
自
治

体
へ
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
な

ど
で
、
小
学
生
33
人
、
中
学
生
60

人
、
計
93
人
。

問

物
価
高
騰
対
策
事
業
の
う
ち
、

上
水
道
基
本
料
金
免
除
負
担
金
の

内
容
と
期
間
は
。

答

４
年
度
実
施
し
た
事
業
と
同

様
の
も
の
で
、
上
水
道
の
基
本
料

金
部
分
を
補
填
す
る
も
の
。
５
年

10
月
請
求
分
か
ら
６
年
１
月
請
求

分
の
４
か
月
を
予
定
し
て
い
る
。

市
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

問

条
例
の
附
則
に
あ
る
任
期
満

了
前
に
廃
止
と
す
る
理
由
は
。

答

市
長
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
の
収

束
を
見
極
め
、
市
民
に
寄
り
添
い

た
い
と
の
考
え
か
ら
、
ま
た
法
制

執
務
の
慣
行
か
ら
も
曖
昧
な
時
期

で
は
な
く
、
想
定
さ
れ
る
最
長
の

期
間
で
あ
る
７
年
４
月
30
日
の
任

期
満
了
ま
で
と
し
た
。
収
束
の
見

込
み
が
つ
い
た
時
に
解
除
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
答
弁
し
た
中
で
、
条

例
は
可
決
い
た
だ
い
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

討  

論
賛

成

市
長
の
給
料
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
し
て
３
年
６
月
定
例
会
に
て

可
決
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
際

の
議
案
質
疑
で
、
市
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
離
職
、
解
雇
さ
れ
る
方
が

い
る
中
、
生
活
困
窮
者
も
増
え
、

共
に
歩
ん
で
行
く
気
持
ち
で
上
程

し
た
。」
と
話
し
て
い
る
。
市
民

の
情
緒
面
に
配
慮
し
て
提
案
さ
れ

た
も
の
で
、
２
年
に
渡
り
給
与
の

９
割
減
額
を
遵
守
し
た
事
は
頭
の

下
が
る
思
い
で
あ
る
。
給
与
を
本

来
の
額
へ
戻
す
事
は
、
何
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
な
い
と
考
え
、
賛
成
す

る
。反

対

こ
の
条
例
は
選
挙
に
お
け
る
市

長
の
選
挙
公
約
が
元
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
公
約
に
賛
同
し
投
票
を

し
た
市
民
が
多
く
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
２
年
前
の
議
会
で
は
賛
成
し

た
。
そ
の
際
の
委
員
会
審
議
の
中

で
、
条
例
期
日
は
あ
く
ま
で
市
長

任
期
中
の
４
年
間
で
あ
る
と
確
認

し
て
い
る
。
こ
の
条
例
は
市
長
と

市
民
の
約
束
の
も
と
に
成
り
立
っ

て
お
り
、
任
期
途
中
で
廃
止
す
る

こ
と
は
、
市
長
を
信
じ
投
票
し
た

多
く
の
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
と
考
え
反
対
す
る
。

賛

成

市
長
給
料
を
90
％
カ
ッ
ト
す
る

と
い
う
市
長
選
で
の
法
外
な
選
挙

公
約
そ
の
も
の
が
間
違
い
で
あ
り
、

選
挙
で
は
純
粋
に
「
政
策
」
で
信

を
問
う
べ
き
だ
っ
た
こ
と
、
９
割

減
と
あ
ま
り
に
も
法
外
な
減
額
で

あ
る
こ
と
、
市
長
給
料
は
地
域
の

賃
金
水
準
の
１
つ
の
基
準
と
な
り

う
る
も
の
で
あ
り
、
大
幅
な
減
額

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

収
束
後
の
地
域
の
経
済
復
旧
の
足

か
せ
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

減
額
は
一
定
の
額
や
期
間
に
限
定

す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘

し
、
こ
の
廃
止
に
賛
成
す
る
。

反

対

市
長
給
与
90
％
削
減
の
公
約
に

賛
同
し
投
票
し
た
多
く
の
市
民
が

い
る
。
自
身
が
決
め
、
条
例
を
制

定
し
た
任
期
を
守
る
こ
と
が
政
治

家
の
務
め
で
あ
る
。
公
約
を
簡
単

に
破
る
こ
と
は
政
治
不
信
を
招
き
、

政
治
離
れ
を
助
長
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
へ
と
緩
和
さ
れ

た
が
、
予
防
接
種
も
継
続
さ
れ
、

学
校
等
で
も
集
団
感
染
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
収
束
し
た
わ
け
で

は
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛

成

本
来
、
恣
意
的
に
市
長
給
料
を

削
減
す
る
こ
と
自
体
が
避
け
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
長

給
料
を
本
来
の
額
に
戻
す
提
案
に

つ
い
て
は
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
市
長

給
料
の
改
定
に
つ
い
て
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
制
度
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
を
切
実
に
願
う
と

共
に
、
恣
意
的
な
給
料
削
減
の
公

約
を
掲
げ
た
選
挙
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
を
強
く
願
い
、
賛
成
す
る
。

反

対

市
長
給
与
９
割
削
減
の
公
約
が
、

北
堀
市
長
誕
生
へ
の
大
き
な
要
因

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
に
は
丁
寧
に
説
得
し
て
回
ら

れ
た
後
援
会
の
皆
さ
ん
の
大
き
な

力
が
あ
り
、
今
回
の
こ
の
廃
止
は

市
民
と
の
信
用
問
題
に
関
わ
っ
て

く
る
た
め
、
任
期
４
年
間
の
９
割

減
の
継
続
が
妥
当
で
は
な
い
か
と

考
え
、
反
対
す
る
。

賛

成

現
状
の
金
額
は
、
公
職
者
と
し

て
公
正
と
中
立
の
立
場
を
保
つ
の

に
必
要
な
生
活
的
基
盤
を
保
障
す

る
上
で
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
と

考
え
、
賛
成
す
る
。
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